
別記様式(第 7条関係) 

 

 

会 議 録 

 

1 会議の名称 富士川町歴史文化施設資料館検討委員会 

 

2 会議日時  令和 3年 12月 2日(木) 15 時 50 分から 17時まで 

 

3 開催場所  富士川町教育文化会館 ３階会議室 

 

4 出席者数  (1) 委員  ９名 

(2) 事務局 ７名（うち企画設計業者３名） 

 

5 議題    施設名称について 

        展示レイアウトについて 

 

6 委員会内容 

 (1) 開会 

 (2) 委員長あいさつ 

(3) 議事 

   ①施設名称について 

   ②展示レイアウトについて 

   ③その他 

 (4) 閉会 

 

7 発言の内容 

 ①施設名称について 

事務局 施設名称について前回検討委員会で委員会としての意見をまとめていた

だいた。今後の設計にも影響がある部分なので検討委員会での意見を教育

委員会に報告したところ、人物館とのバランスや富士川舟運の始まりから

衰退までの歴史を学ぶ場であることを鑑み、名称は「富士川舟運歴史館」

となったことを報告する。 

 

委 員 異議なし 



 

②展示レイアウトについて  

設計者 資料をもとに、全体レイアウトや各壁面の展示内容を説明する。 

 

事務局 設計者から説明のあった展示内容に沿うよう、町が所蔵する資料や寄託

が見込まれる資料を各ゾーンに展示案として提案する。 

 

委 員 鰍沢河岸の発掘時の写真が展示案には入っていないが、当時の石垣の様

子などが良くわかる写真で展示資料として良いと思う。一枚でもいいから

是非展示していただきたい。 

 

委 員 子どもたちは、写真や文字ばかりでは飽きてしまう。富士市の資料館に

あったような米俵の重さなど体験できる展示が少しでもあるとよい。また、

リニア関連の展示部分があるが意図を教えてほしい。 

 

事務局 リニアについては、富士川舟運が始まる前の交通手段は道であり、富士

川舟運は身延線が開通したことによって衰退した。その後、中部横断自動

車道が開通し、今後はリニア中央新幹線が開通し富士川町を通る。交通手

段が変わっていく様子を学べるようにとリニアまでを展示として考えた。 

 

委 員 子どもたちが富士川舟運を学ぶ時に、例えば船頭が使用していた竿等、

触って体験できるものがあると良い。また、子どもたちが富士川舟運を学

ぶときに「比べる」という部分がポイントになる。舟運が始まる前と後で

は、物を運ぶ時間や量がどのくらい変わったのか。そのようなことが学べ

る展示内容になると良い。 

 

事務局 資料の中に秋山委員が寄贈してくれた船頭が使用していた竿を忠実に再

現したものがあるので、子どもたちが触れる資料として利用していきたい。 

 

委 員 トーキング角倉了以は面白い、角倉了以等のキャラクターを利用して子

供向けの説明を行なうと子どもたちが楽しく学べる展示になると思う。資

料も沢山あり施設として申し分ないが、やはり鰍沢河岸の発掘時の写真は

展示資料として必要だと思う。甲西バイパスを通す際に発掘を行った時の

写真であり、この地が交通の要所であることを示す資料である。 

 



事務局 設計者が改めて富士川舟運の歴史となる年数を調べてくれたが意見を聞

かせていただきたい。 

 

委 員 捉え方によって年数は変わる。年表で富士川舟運の歴史を示すので、こ

の施設では、ここからここまでを富士川舟運の年数としているという考え

がしっかりしていればよいと思う。 

 

委 員 富士川舟運は３期の開削事業で全て開通したと記憶している。身延山参

りの為、身延までは早い時期に開通し、その後、今の富士川町まで開通し

たので歴史の年数の捉え方は難しい。 

 

事務局 複合年表と整合性を図り、施設として、ここからここまでを富士川舟運

の年数と捉えているという考えをはっきりさせ、事務局で決定させていた

だくこととして良いか。 

 

委 員 異議なし 

 

委 員 資料館が完成し、子どもたちが来館した時に初めに目に映るのが展示さ

れている舟だと思う。その時にこれが富士川舟運で使われていた舟かと思

うと思う。その後に実は渡船であったとわかったときがっかりすると思う

ので高瀬舟の再現は是非お願いしたい。 

 

委 員 数年前まで、富士川町の鹿島から旧中富町までの間の富士川を、高瀬舟

を使って運行する事業が行われていた。その時の舟が使われていないので

あれば利用できないか。 

 

事務局 確認してみる。 

 

委 員 高瀬舟の高瀬にはどういう意味があるのか。どうやら川が浅いという意

味があるらしい。 

 

事務局 そのようなことも子どもたちの興味を引く内容だと思うので、展示内容

の一部として考えていきたい。 

 

委 員 資料館が整備されると資料の保存庫も必要になってくると思うが、保存



庫の考えはあるか。 

 

事務局 現在、町内の各所に保管されている資料を、資料館から近い旧鰍沢中部

小学校を保存庫として全ての資料を保管していく考えでいる。 

 

委 員 子どもたちは一人一台タブレットを持つようになった。資料館に展示し

きれない資料もタブレットで見られるようになると良い。 

 

事務局 対応できるよう検討する。 

 

委 員 その他意見なし 

 

③その他 

事務局 次回検討委員会を１２月２２日（水）１５時３０分から開催する。 

 

事務局 富士川町スポーツミュージアムの資料を返還することとなったため、当

該施設を人物館として利用していくことを報告する。 

 

8 閉会 


